
 

令和 2年度第 2回社会教育委員会議概要 

 

開 催 日 時    令和３年３月２５日（木）午後７時３０分～ 

 

開 催 場 所    オアシス地域交流ホール  

 

出 席 し た 委 員    議 長  北 井  一 男 

           副議長  吉 見  静 香 

委 員  石 川  宣 彦 

委 員  大 東  則 之 

委 員  織 部  芳 一 

委 員  川 本  町 子 

委 員  小 森  美智代 

委 員  榊 田  和 之 

委 員  坂 下  朋 子 

委 員  辻 野  恭 子 

委 員  永 井   弓 

委 員  野 田  文 子 

委 員  山 本   理     １３名参加 

 

出 席 し た 職 員     教育部次長兼  

社会教育課長     篠 宮   裕 之 

社会教育課長補佐 巽       耕  一 

社会教育課主査   林       利江子 

社会教育課主務   山  田     幸 

 

 

資     料    事前送付済資料 

         ・令和２年度第２回社会教育委員会議次第 

           ・社会教育委員会議議長、副議長並びに社会教育委員会議より選

出する委員名簿   

           ・柏原市成人式参加状況調べ 

           ・民法の成年年齢引き下げに伴う 

成人式の在り方アンケートについて 

           ・令和２年度 中河内・南河内地区社会教育委員研究協議会開催

要項（案） 



           ・第３次柏原市生涯学習推進計画の策定について 

           ・第３次柏原市生涯学習推進計画における 

策定のロードマップ（案） 

・次年度以降の社会教育事業について集計結果 

           中河内・南河内地区社会教育委員研究協議会関連資料 

           ・龍田古道について 

           ・葛城修験について 

           生涯学習推進計画関連資料 

           ・生涯学習についての市民アンケート（団体用） 

           ・生涯学習についての市民アンケート（個人用） 

           「すいれん」（柏原地区更生保護女性会発行） 

           「青少年かしわら」（柏原市青少年指導員協議会発行） 

           「ＰＴＡかしわら」（柏原市ＰＴＡ協議会発行） 

  

会議の要旨について 

 

１．開会 

  出欠確認 ⇒ 13名出席 ＜会議の成立要件の過半数の出席を確認。＞ 

          青木委員、小林委員欠席 

２．議長挨拶 

 

３．教育部次長挨拶 

 

４．議事 

（１）令和３年度教育委員会の主要事業計画と予算について 

  ○令和３年度の主要事業計画と予算について事務局より説明 

   ・令和３年２月に市長選挙があったため、予算編成が一部のみで、次回の６月議会で

最終的な予算が決定予定。次年度の社会教育委員会議（生涯学習関係の部局の予算

編成がそろった段階）で、報告予定。 

 

（２）社会教育委員会議から選出の各委員報告 

  ○各委員より委員活動の報告。 

・吉見副議長 青少年健全育成協議会 

  役員会等コロナウイルスの影響で文書会議のみとなる。 

役員会では次年度どうするかなど検討 

 

・永井委員 人権協会 

  コロナウイルスの感染拡大防止のため、平和展、人権を考える市民の集いなど 



人権啓発推進事業すべて中止となった。 

 

  ・辻野委員、坂下委員 公民館運営審議会 

 【辻野委員から報告】７月に開催、会館の令和元年度の使用状況の報告が行われた。

使用状況は軒並み減少。本館及び国分分館の調理室のみ少し増加、堅下分館は小会

議室のみ増加。コロナの影響で休館になったため、余計利用者が減った。講座４つ

の募集を行ったが、「初めて学ぶ陶芸」の１件のみ開催できた。教養講座として４

つの募集があったが、「御伽草子の世界」は少数のため中止となった。語学講座は

２つ募集があったが、どちらも少人数のため中止、基礎講座２講座も少人数のため

中止となった。中止の理由としては、やはり新型コロナウイルスの影響。 

会館の使用状況全体として、利用団体の減少、クラブ数が少し増えたとのこと。 

なお、文化祭についても新型コロナウイルスの影響で中止となった。 

 

・榊田委員 図書館協議会 

  令和２年８月２１日図書館協議会に出向。当時はコロナウイルス感染拡大防止の

ため、臨時休館となっていましたが、ＷＥＢ、電話、臨時窓口による資料の予約、

受渡、返却の際の２４時間のブックポストの設置など感染拡大対策を講じた図書館

サービスの確保が行われていた。３密を避けるため各事業は中止となっていたが、

現在は対策を講じた内容で実施されている。図書館ボランティア、ブックカフェに

所属する委員からは子どもからお年寄りまで喜ばれる紙芝居の新規購入の希望が

あり購入費、寄付による活用の提案がなされていた。令和元年度より図書購入費が

９００万円から９６０万円に増額されていたが、事務局より調べ学習に必要な資料

を入れ替える５か年計画との説明があり、高額な図鑑等の購入に充てられたという

説明があった。冊子の除菌については、返却時にすべてアルコール消毒を行ってお

り１、２時間後に書庫に戻すという作業が行われていたが、現在は本を除菌する機

械を購入し運用している。電子書籍の購入、共有空間に移動図書館が行くという計

画もされており、今後の発展に期待する。 

 

・北井議長 放課後子ども教室推進事業運営委員会 

  市内の９つの小学校と障がいのあるこども達の居場所、活動作りを行っている

「いちみ」という団体の１０か所で行われている。だいたい週２回、土曜日の午前

中年間各学校２０回から３０回程度例年行っていて、今年度も計画されていたが、

コロナウイルスの影響でほとんど中止となった。そのような状況下でも実施できた

学校を２か所、堅下小学校と玉手小学校を見学したが、堅下小学校の方は行儀作法

を学んでもらうということで生け花をされていた。玉手小学校は自由学習というこ

とで子どもたちがお互いに教えあったり、宿題をやっている子どもたちもいました。 

ほぼボランティアで参加されているコーディネーター等の皆様の労力を感じたの  

と多くの子どもたちが参加しているという印象を受けた。非常に生き生きと楽しそ



うに学童とはまた違ったニュアンスであった。 

  また、府が行った研修は田尻町で取り組まれた防災キャンプの報告があったが、

それに参加した。 

  なお、運営委員会の全体での会議は書面での会議となった。 

 

（３）令和３年柏原市成人式の参加状況について 

   ○令和３年柏原市成人式の参加状況及び開催方法などを報告 

   ・令和３年１月１１日リビエールホールで開催 

   ・新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じて実施 

  ・新成人のみの参加（保護者の入館禁止） 

・マスク着用の義務付け 

・アルコール消毒と換気のための扉の常備開放 

・コーンバーでの通路化や場内の一方通行 

  ・サーモグラフィによる検温 

・クラスター発生時対応のための参加者連絡先の収集 

  ・客席の５０％収容を上限とした座席の間引き 

  ・座席上限超過時の小ホールを利用しての中継対応 

・主催者、来賓のご臨席見合わせ 

  ・主催者等のビデオメッセージでの上映 

  ・お茶会、着付け直しコーナーのご協力見合わせ 

  ・青年団協議会による入退場誘導、密集回避の呼びかけ 

 ・式典参加者 

  新成人対象者７５６名 男性３７０名 女性３８６名 

  式典の参加者５３８名 男性２６０名 女性２７８名 

   参加率 ２．５％減少 

 ・歩道上において密集する場面が見受けられた。 

 ・成人式やその後の会食等によるクラスター発生の報告なし 

  

（４）民法の成年年齢引き下げに伴う成人式の在り方アンケートについて 

   ○成人年齢引き下げに伴うアンケート調査の結果を報告。 

   ・アンケート実施時期 令和２年９月～１１月末 

   ・アンケート対象者  令和４年度内に新成人になられる方 

              ＜（令和２年度時点の）高校１年から３年＞ 

   ・アンケート結果 ２０歳での成人式開催（最多回答） 

    ⇒教育委員会の方針 ２０歳実施で調整 

    理由 １８歳は大学受験や就職の準備等多忙な時期なため 

 ・名称は他の自治体の状況を見ながら検討 

 



 ○委員の意見 

 ・従来のやり方がいい。アンケートの数的にも、従来の重みもあるので。 

 ・親の目線で見ても２０歳がいい 

 ・年齢を引き下げると受験があって厳しい 

  ⇒社会教育委員としても例年通り２０歳開催でお願いする。 

          

（５）中河内・南河内地区社会教育研究協議会について  

   ○標記研修会について、開催方法等についての説明 

   ・中河内・南河内地区社会教育研究協議会 

    中河内南河内の市町村持ち回りで開催（令和２年度柏原市担当） 

   ・新型コロナウイルスの感染拡大の影響で通常開催が困難 

   ⇒DVD等による資料の提供を行うことで研修会とさせていただくことの提案 

    『令和２年６月に日本遺産に認定された「龍田古道」を 

題材に本市の従来資料を再編集したうえで、提供。』 

    ★内容 龍田古道、葛城修験についての解説 

        文化財課で定期的に行っていた龍田古道の連載記事 

        本市新人職員向けに行われた研修のビデオ 

        龍田古道の紹介のムービー 

    ★発送時期 ４月  

   ○提案について承認 

 

（６）生涯学習推進計画について 

   ○生涯学習計画の状況及び今後の予定について事務局より報告 

   ・第５次柏原市総合計画に沿って、総合的な市民の生涯学習環境の向上を 

目指すべく策定 

   ・アンケート（市民アンケート等意識、ニーズ調査）実施時期 

     令和２年度中 ⇒ 令和３年度に変更  

     変更理由 緊急事態宣言発令に伴い、通常時でない状況でのアンケートを依頼

しても正しいニーズが把握できない可能性があるため。 

   ・アンケート方法 

     市民無作為抽出          １２００件 

     教育委員会所管の社会教育団体等   ３００件 

   ・アンケート案 委員に配付 

  ・スケジュール予定 

     ５月迄 アンケート送付 

    ７月  策定委員会発足 （随時開催） 

    ７月  コンサル業者に委託、アンケート分析依頼 

   １２月  素案完成 



   翌２月  完成予定   

  ・社会教育委員に指導助言依頼及び策定委員会設置時に委員選出協力依頼。 

 

（７）次年度以降の社会教育事業のアンケート結果及び開催方法について 

  ○前回議事としてご検討いただき、その後、アンケート形式で各委員の意見をいた

だいた結果について事務局より報告 

   ・事業と対象者 「一般の方」を対象が多いが、その他の回答も多数 

     意見 一般の方に対して、広く学習機会を作りたい 

     委員自身の知識の向上も図りたい 

⇒社会教育委員任期１年目 委員会の研修会を兼ね少し専門的な講師による講習会 

    社会教育委員任期２年目 一般向けの講演会を開催 

      のような事業展開もいいのでは。 

   ・テーマ 「青少年健全育成」の意見が多い 

     意見 メインテーマはこのままにし、毎回のサブテーマを「ターゲットにする

対象者」や「内容が分かりやすいもの」にし、このサブテーマを毎回前

面に出すという活用 

   ・アンケート結果から 

     委員会内で勉強したいテーマや自団体で取り組んでいる活動の発表などを研修

化したものとそれらを発展させたテーマや時事にあったテーマで一般対象のも

のをご検討いただくことでアンケートにもご回答をいただいていた「事業内容

のローテーション化」や「対象者の絞り方」などが見えてくるのでは。 

   ・令和３年度の事業 

     令和２年度と同様の対応が必要になる可能性が大きい。 

 

   ○委員の意見 

・「健全育成を考える〇〇」についてはもともと集客の話があってどうしようかと

いうことであった。前回の会議で、講演会の代わりになるものとしてそれぞれの

健全育成会持ち回りでやったらどうかという話をした。普通の健全育成会の会議

では代表者しか出てこれないので、そこの健全育成会に携わる人すべてホールに

呼んで、自校区の健全育成会の現状や課題を話し合う機会にしたらどうかという

ことを言った。また、学習機会として講師の方を呼ぶという方法もあるが、社会

教育の中河内南河内の研修や近畿地区の研修も学習機会のひとつであるが、本当

はみんなで行った方が良い。現在健全育成の講演会しか事業としてやっていない

が、このような研修機会に他市がどのようなことをやっているかなどきいて柏原

市ではどのようなことをすべきか検討が必要。研修に行くのに予算の話になるが、

報酬をいただいているので、自ら負担して参加してもいいのでは。 

１年目研修会、２年目一般向けの講演会となっては、講演会でまた同じ集客の問

題が出てくる。講演会でより有名な方を呼ぶというのでは解決にならない。、令



和３年度に行事ができないのであれば、もう一度そこを詰めてしっかり話をして

いきたい。 

   ・近畿地区等の研修会について、他市の状況等が聞けてありがたい。ただし、平日

が多いので、そういう点で参加していただける方も限られてくるので、ある程度

仕方がない。 

健全育成会の持ち回りについては、健全でもそのような場があったが、参加され

る方は勉強になったとおっしゃるが、やはり全員となると厳しい。研修会で参加

いただくとなると負担になるのではないか。 

   ・皆さんから意見をいただいて、アンケート結果としてまとめていただいており、

テーマにしても会場にしてもここに出ているので、うまく組み合わせていけばい

いのでは。 

・先程の事務局の前半と後半で行うということも一つの案であって、この問題につ

いては継続審議していただき、委員が所属している団体やそれぞれ委員として受

けられた研修などで良かったものをぜひ事務局に伝えていただきそれを参考にや

っていただければいいかと思います。 

・コロナで次回の研修どうなるかわかりませんが、一般に向けた講演会という形に

限らず、よりテーマに絞った専門的なまたは我々委員の研修を含めた講演会とい

う方向性を示せればと思う。 

・対象者がどういう方がいいかと絞ったらできるだけ一般の人、子育て世代の人、

子どもたちに一番関わっている人になるのかなと思う。知名度があれば動かなく

ても集まってくれる。知名度がそこまでない方でも誘われて講演会に行ったらよ

かったなというのがあるので、団体から何名来てくださいという動員ではなくて、

知名度なくても「内容は絶対いいから来てください」という働きかけを今まで以

上にどういう内容の講演をするかということをしっかりアピールできる方法を考

えていかなくてはならないのでは。子育て世代へのアピールが間接的になってい

るので、各校区の健全育成会や PTAの会議に我々から直接アピールできる機会が

持てたら来てくれるのでは。アピールの仕方で人を呼べるようにしたい。 

・各団体等から委員として出ていただいているが、お互いの団体の活動内容等を知

らない間に任期が終わってしまったということもあるように思います。知る機会

としてもいいかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５．その他 

  〇近畿地区社会教育研究大会について 

    場 所    大阪（高槻市）開催予定 

    日程     令和３年９月９日（木） 

    予算確保人数 ６名分 

    ⇒できるだけご参加いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

 

  〇柏原市新庁舎について 

    新庁舎 ３月３１日完成   

        ５月６日業務開始 

        （ただし、市役所別館フローラルセンター改修工事の影響のため、 

現教育センター所属課は１１月に移転予定） 

 

６．閉 会 

  吉見副議長挨拶 


